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特
集

　新年を迎え，技術運営委員会委員長として「特集号に寄
せて」書かせていただきます。毎年，1月号は，各技術委
員会が分担して執筆いただいております。私の記憶では，
学会が発足依頼，この方法で継続してきたと記憶しており
ます。長期間にわたり，このように継続してきたことは，
その根幹を成す技術運営委員会が機能してきた証です。今
まで，そして，現在において技術運営委員会の活動を支え
てくださってきた，また，現在も支えてくださっている
方々に敬意を示します。学会である以上，技術を抜きにし
て考えることはできません。当エレクトロニクス実装学会
での技術の調査などを実行しているのは当委員会で，今ま
での当学会の屋台骨を支えてきました。
　しかし，技術も時代とともに変化していることや，当学
会として新しい領域に踏み込みたいとの考えから，昨年度
から新しい 3つの研究会を立ち上げようとしております。
それは，仮称ですが，カーエレクトロニクス研究会，パ
ワーエレクトロニクス研究会，ヘルスケア研究会です。こ
の 3分野は他の学会でも注目を集めていることは周知の事
実です。したがって，この 3つの研究会に当学会の視点を
加えなければなりません。すなわち，視点はあくまでも実
装技術です。注目されている技術を取り上げるのは，多く
の学会が行っていますので，当学会は自分たちの強みを発
揮しなければなりません，それが，実装技術です。例え
ば，カーエレクトロニクスをとってみても，エレクトロコ
ントローラーユニット (ECU)の搭載数は年々増しており，
20年程前に自動車会社の方が，自動車の将来像として，極
端に言えば，「自動車は半導体を運ぶ道具になる」と講演な
さっていたことが思い出されます。しかし，現在の自動車
関係のプリント配線板を見てもコネクタの部分は変わらず
に配線が高密度化されているので，長方形化しているもの
を多く見かけます。JPCAショーと同時開催にコネクタが
含まれてきています。日本では，半導体や大型テレビなど
の元気がありませんので，殆ど全ての学会が元気のある自
動車関係，特に日本の自動車メーカが強いカーエレクトロ
ニクスに注目しています。しかし，他の学会との差別化で
は，実装という観点を忘れてはいけないと思います。ヘル

スケアでも同様です。飲むタイプの内視鏡がイスラエルの
メーカにより製造されていますが，そのデバイスに使用さ
れている部品の多くが日本製です。性能の良い部品が作製
できるのは日本の強みですが，その部品をプリント配線板
に高密度に実装して小型のモジュールを作製することを推
進すれば，今までできなかったことが可能になり，ヘルス
ケアに貢献できます。世界でトップの部品ができているの
ですから，トップの実装技術でトップのモジュールやデバ
イスを作製しましょう。現在注目されている 3つの分野の
発展も，それを実現するのは実装技術であり，デバイス化
やモジュール化により，利益率も高くなると思います。実
装技術の果たすべき役割は，益々高まってきています。
　今年度に新しい研究会を 3つ立ち上げ新しい分野への展
開を促進しますが，この努力は継続していかなければなり
ません。さらに，技術の発展（縦串）と展開（横串）のバ
ランスをとって行く必要があります。例えば，部品内蔵基
板という技術がありますが，その技術を携帯電話から自動
車，医療用品への応用展開があります。研究会も部品内蔵
をいう研究会（縦串）と，パワーエレクトロニクス，カー
エレクトロニクス，ヘルスケアなどの応用（横串）が有機
的に結びついてこそ当学会の強みが発揮され，日本の産業
がより一層元気を出してくると考えます。
　このような学会活動は，皆様の熱意でしか活発化するこ
とができません。当学会のために，そして日本の産業の発
展のために，皆様にお願いいたします。

（2014.9.7-受理） 
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